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図 1. 陸側プレートが引きずり込まれる様⼦を表した東北⽇本周辺の東⻄断⾯図（概念図） 
 

  
 
図 2. 本シミュレーション結果と⽔準測量観測による地表上下変動速度の⽐較図 
(a)⽔準測量観測による 1890 年代後半〜1990 年代の約 90 年間の東北地⽅の地表上下変動速度(オリジナルデ
ータは国⾒他(2001)による)。プラスが隆起でマイナスが沈降を表す。 
(b)⿊点は(a)の 2 本の⿊線で挟まれた範囲の⽔準測量観測による地表上下変動速度を⽰す。各⾊線は本シミュ
レーションによる、超巨⼤地震サイクルにおける 100 年毎の地表上下変動速度を⽰す。1 サイクルを 600 年と
仮定。シミュレーションでは超巨⼤地震サイクル後半にかけて太平洋沿岸域の沈降速度が増加していく結果が
得られ、500〜600 年後の結果は⽔準測量観測結果とおおよそ良い⼀致を⽰す。 

ポイント 

 2011 年東北地方太平洋沖地震以前の約 100 年間において東北日本の太平洋沿岸域は年間 3〜4 mm

の速度で沈降を続けていた。 

 東北沖浅部が固着し太平洋プレートによる陸側のプレートの引きずり込みが数百年にも及ぶと、マント

ル高温部の「粘性」により、陸側プレートは深部まで引きずり込まれやすくなり、太平洋沿岸域は沈降速

度が大きくなる。 

 北海道東部太平洋岸の沈降も東北と同様に北海道東方沖浅部におけるプレート間固着により生じてい

る可能性があり、超巨大地震の応力蓄積が進行していることを示唆する。 
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海洋プレートによる引きずり込みが数百年にも及ぶ
と、その下の高温領域（薄赤色の領域）の粘性に
よって陸側プレートはより深部まで引きずり込まれ
易くなり、太平洋沿岸域は速く沈降するようになる。 

地震時以外はプレート同士が
がっちりくっついている部分 
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